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　「トマトで、少しの贅沢を」　「トマトで、少しの贅沢を」

趣味：釣り　　性格：前向き　　
好きな言葉：明日死ぬかのように生きろ、永遠に生きるかのように学べ。
★農業（起業）を始めた動機
大学時代に自分の本当にやりたい事を考えて、昔から好きだった自然と関わる仕事がし
たいと思い、大学を中退し、農業の世界へ。農家のもとで働いているうちに農業・業界
の現実を知る。21歳の時に細野ファームを設立。
★(株)細野ファームの“経営理念”
「農業を通して、“笑顔・好奇心・驚き”を提供し続ける」　　　
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❶種のこだわり：様々な種類のトマトから種を厳選
し、選りすぐりのトマトを栽培。
❷技術のこだわり：コンピューターによる環境制御シ
ステムを導入し、ハウス内の光合成しやすい温度・湿
度を再現し、二酸化炭素濃度等をコントロール。
❸収穫のこだわり：専門スタッフによる厳しい目で

収穫時期を見極め、糖分・養分がしっかりと実にまわった熟れたトマトを収穫。
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❸収穫のこだわり：専門スタッフによる厳しい目で

収穫時期を見極め、糖分・養分がしっかりと実にまわった熟れたトマトを収穫。

トマトは手軽に食べられ、様々な料理にも取り入
れやすい野菜。
そんな毎日食べられるトマトだからこそ、“少しの
贅沢を…”をキャッチフレーズに、食べると心が温
かくなるような、“ポンッ”と気持ちが弾む様な美
味しいトマトを愛情込めて育て、自分の経験を通し
　　　　　　　❶食べる喜びを伝える。
　　　　　　　❷農業を通しての地域への貢献。
　　　　　　　❸持続的な農業の為の働き易い
　　　　　　　　職場づくり。
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★キャッチフレーズ

★プロフィール

★(株)細野ファーム“3つのこだわり”

★これからの目標・今後の思い
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ん
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い
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を
迎
え
る
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ま
し
た
。

新
年
よ
り
目
に
見
え
な
い
コ
ロ

ナ
に
全
世
界
が
翻
弄
さ
れ
、第

一
波
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・
三
波
と
猛
威
を
ふ

る
っ
て
居
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す
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ス
ク
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避
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無
く
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薬
の

出
現
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1995年3月10日生まれ。　25歳
直売所：池田町粕ケ原

今回ご紹介をするのは、平成28年に21歳で起業し、今
年で5年目を迎える(株)細野ファームの“細野晃大さん”
です。自然豊かで清流に囲まれ透明な高軒高のガラス温
室・巨大なトマト農園で「美味しさ一杯・常に旬」なトマト
を皆様の食卓に、お届けします。

ス ピ カ：とにかく甘いプライム型
　　　　　フルーツ型トマト。
トマリー：皮が薄く・水分が多く・
　　　　　トマトの甘みと酸味がはじ　
　　　　　けて、口の中に広がります。

★商品紹介

スピカ トマリー

環境に優しい植物油インキを使用しています。環境に優しい植物油インキを使用しています。

アキヒロ

トマト栽培をする細野晃大さんトマト栽培をする細野晃大さん

ガラス温室の巨大なトマト農園
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人事案件人事案件 9月議会の内容9月議会の内容

※ 令和元年度歳入歳出決算の認定……………… 8件

※ 健全化判断比率等の報告 ………………………2件

※ 水道事業会計未処分利益剰余金の処分 ………1件 

※ 令和2年度一般会計・特別会計補正予算 …… 5件

※ 人事案件 …………………………………………4件

※ 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政

　の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める

　意見書の提出 ……………………………………1件

◯養基小学校、養基保育所組合議会議員
　　久保田裕司（沓井1311）　 再任
　　髙橋　正人（粕ヶ原631-1） 新任
 小川　俊文（田中240）      新任
◯固定資産評価審査委員会委員
　　森　　廣幸（六之井1420-1） 再任
◯人権擁護委員
　　廣澤　仁子（六之井1687）  再任
◯教育委員会委員
　　五十川智之（六之井777-4）新任

＜            ＞  歳入141億7,393万円（前年対比　9.1％減）
　　　　　　  歳出135億9,926万円（前年対比　8.5％減）
＜水道事業会計＞   

第３回定例会（2020年9月議会）第３回定例会（2020年9月議会） 9月3日
▼

9月11日
令和元年度 決算（　　　　　）を認定令和元年度 決算（　　　　　）を認定一般会計・６特別会計

・水道事業会計
一般会計・６特別会計
・水道事業会計

令和元年度一般会計及び特別会計決算状況令和元年度一般会計及び特別会計決算状況 〔表示未満切捨〕

※決算内容の詳細は、広報いけだ11月号をご参照ください。

町税
29.2億円

人件費
12.7億円

扶助費
14.0億円

公債費
7.5億円
公債費
7.5億円

物件費
14.4億円
物件費
14.4億円

維持補修費
1.6億円

補助費等
14.5億円
補助費等
14.5億円

積立金
4.5億円

繰出金
12.1億円
繰出金
12.1億円普通建設

事業費
9.4億円

普通建設
事業費
9.4億円

国民健康
保険

24.2億円

国民健康
保険

24.2億円

後期高齢者医療事業
2.7億円

農業集落排水事業
3.7億円

公共下水道
事業

11.4億円

公共下水道
事業

11.4億円

温泉施設
2.8億円

小水力発電事業
681万円

寄附金、
4.0億円

分担金など
2.3億円

繰入金
4.8億円
繰入金
4.8億円
繰越金
5億円
繰越金
5億円

諸収入
3.2億円
諸収入
3.2億円

地方交付税
17.6億円

町債
7.4億円

国庫支出金
7.3億円

県支出金
6.8億円

地方消費税
交付金
4.1億円

地方譲与税など
2.8億円

国民
健康保険
26.1億円

後期高齢者医療
2.7億円

農業集落排水
3.7億円

公共下水道
11.4億円

温泉施設
2.9億円

小水力発電
681万円

投
資
的

経
費

一
般
会
計

91億円
特別会

計
44.9
億
円

依存財源　45.9
億円

自主
財
源
　48.7
億
円

　81.6　億  円

経
常
・
臨
時
的
経
費

一

般
会
計

94.7億円
特別
会

計

47.0
億
円

135.9億円
歳　出

141.7億円
歳　入

一般・特別
会計の総額

収益的収入3億8,126万円　資本的収入4億2,423万円　 
収益的支出3億2,361万円　資本的支出5億5,546万円　
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◎売買契約の締結
　GIGAスクール構想の 1人 1台のタブレット整備のため、小学校 4校で1,282台、中学校で736台の
　合計で2,018台を購入、マイクロソフト365ライセンスを51本整備
　　契 約 者　　　株式会社 エフワン　　　　　　　　　　　　　　契約金額（税込）　　9,020万円

監査委員の決算審査意見（抜粋）監査委員の決算審査意見（抜粋）

◎実質赤字比率（早期健全化基準:14.72%）　　　　　 ｰ
　連結実質赤字比率（早期健全化基準:19.72%）　　　 ｰ
　　実質収支額が黒字のため、該当無し
◎実質公債費比率（早期健全化基準:25.0%）　　　　9.3％
　　一般財源に対する地方債の元利償還額比率
◎将来負担比率（早期健全化基準:350%）　　　　  83.0％
　　将来支払可能性がある負担等の残高割合

　水道事業及び下水道事業等の特別
会計において、決算額が全て黒字で
あり資金不足額はなく、比率はゼロ
である

　令和元年度の一般会計及び特別会計の総額は、歳入 141 億 7,393 万円、歳出 135 億 9,926 万円で、差
引（形式収支）5億 7,467 万円の黒字となっている。当年度実質収支は、5億 6,714 万円の黒字、単年度収支
は、1億 80万円の赤字となる。
　一層の厳しい財政状況が予測されるが、町税収入は自主財源の基幹をなすものである。納税しやすい環
境づくりを推進すると共に、「負担の公平の達成」に向け滞納整理及び徴収業務について、実効を高めるよ
う不断の努力を期待したい。
　一般会計の歳入総額では 17 億 6,700 万円の減、歳出総額では 16 億 3,000 万円の減となっている。主
な要因として、歳入ではふるさと納税、歳出では片山保育園と南部リサイクルセンターの完了があげられ
る。近年の大口公共案件が一段落した状況を示し、収支としてはバランスのとれたものと思慮している。
　町財政運営についての意見・提言として、教育・経済・生活面のすべてにおいて大きな変革を余儀なく
されている。予算は平常時を前提として組み立てられているため、非常時資金への対応余力を包含するま
でには至っていない。事業仕分けによる望ましい財政への探求が必要ではないか。

臨時議会報告臨時議会報告

令和元年度資金不足比率令和元年度資金不足比率令和元年度健全化判断比率令和元年度健全化判断比率

令和2年度池田町一般会計・特別会計の補正予算令和2年度池田町一般会計・特別会計の補正予算

第2回臨時会（2020年7月27日議会）　　　　　　　　　　補正額　　　　　　　　補正後総額
◎令和2年度一般会計補正予算（第3号）　　　　 2億4,915万4千円を追加　　119億1,467万6千円
◎令和2年度温泉施設特別会計補正予算（第1号）　　　207万9千円を追加　　　2億8,007万9千円
◎令和2年度水道事業会計補正予算（第1号）　　　　   営 業 収 益で2,720万3千円の減額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    営業外収益で2,720万2千円の追加

一般会計補正予算（第4号） 5億5,096万8千円を追加 124億6,564万4千円
国民健康保険特別会計補正予算（第2号）　 1億9,007万8千円を追加 25億5,007万8千円
後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） 72万5千円を追加 3億　572万5千円
公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 754万4千円を追加 11億9,654万4千円
温泉施設特別会計補正予算（第2号） 1,120万8千円を追加 2億9,128万7千円

補正額 補正後総額

第3回臨時会（2020年8月21日議会）
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総
務
建
設
産
業
委
員
会

◎
令
和
元
年
度
決
算
認
定

問 

入
湯
税
は
、
徴
収
し
て
い
る

か
。

答 

日
帰
り
入
浴
で
、
料
金
が
高

額
で
無
い
場
合
は
徴
収
し
て
い

な
い
。

問 

農
業
排
水
事
業
白
鳥
地
区

で
、
他
の
地
区
に
比
べ
滞
納
繰

越
額
が
多
い
。
収
納
率
が
低
い

の
は
な
ぜ
か
。

答 

収
入
の
無
い
方
が
何
年
も
滞

納
し
て
お
り
、
文
書
、
訪
問
、

電
話
等
、
回
収
努
力
を
し
て
い

る
。

問 

農
業
排
水
事
業
白
鳥
地
区

で
、
公
共
桝
の
設
置
数
、
接
続

件
数
は
同
じ
だ
が
、
使
用
件
数

だ
け
が
9
件
増
え
て
い
る
が
な

ぜ
か
。

答 

集
合
住
宅
の
入
居
者
が
、
増

加
の
原
因
で
あ
る
。

問 

池
田
温
泉
で
、
入
浴
者
数
に

対
す
る
入
浴
料
の
増
減
割
合
が

本
館
と
新
館
で
釣
り
合
っ
て
な

い
よ
う
に
思
え
る
が
、原
因
は
。

答 
正
規
入
浴
料
や
50
円
割
引
、

高
齢
者
割
引
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

利
用
料
金
の
割
合
が
本
館
と
新

館
で
は
違
う
の
が
原
因
と
思
わ

れ
る
。

問 

水
道
事
業
で
、
有
収
率
が
下

が
っ
て
い
る
が
、
漏
水
が
理
由

か
、
別
の
理
由
が
あ
る
の
か
。

答 

最
近
は
特
に
配
水
管
だ
け
で

な
く
、
給
水
管
も
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
が
原
因
の
1
つ
と

考
え
ら
れ
る
。

問 

水
道
事
業
で
漏
水
対
策
は
。

答 

池
田
町
を
北
、
南
地
区
、
2

つ
に
分
け
て
、
隔
年
で
交
互
に

漏
水
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

◎
令
和
2
年
度
補
正
予
算

問 

な
ぜ
、
池
田
山
・
山
頂
道
路

通
行
止
め
規
制
を
す
る
の
か
。

答 

揖
斐
警
察
署
か
ら
最
近
、
深

夜
、
事
件
・
事
故
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
通
行
止
め

規
制
を
し
て
欲
し
い
と
の
依
頼

が
あ
り
、
今
後
、
通
行
時
間
帯

等
を
関
係
す
る
2
町
と
調
整

し
、
通
行
止
め
規
制
を
行
っ
て

い
く
。

問 

規
制
に
と
も
な
い
、
防
犯
カ

メ
ラ
も
増
設
す
る
の
か
。

答 

現
在
、
山
頂
入
り
口
に
1
台

設
置
さ
れ
、
池
田
温
泉
付
近
に

も
1
台
あ
り
、
解
像
度
の
高
い

カ
メ
ラ
を
違
う
場
所
に
設
置
す

る
予
定
で
い
る
。

問 

森
林
環
境
整
備
事
業
委
託
料

と
は
。

答 

来
年
度
、
所
有
者
意
向
調
査

を
す
る
た
め
、
所
有
者
を
特
定

す
る
た
め
の
委
託
料
で
あ
る
。

問 
町
有
施
設
整
備
工
事
請
負
費

は
、
有
線
放
送
局
解
体
工
事
を

発
注
後
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
処
理

の
補
正
予
算
を
出
し
た
の
か
。

答 

見
積
も
り
段
階
で
は
、
分
か

ら
な
か
っ
た
。
7
月
か
ら
労
働

安
全
基
準
が
改
正
さ
れ
、
発
注

者
側
も
ア
ス
ベ
ス
ト
処
理
に
配

慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と

義
務
づ
け
さ
れ
た
の
が
理
由
で

あ
る
。

問 

願
成
寺
住
宅
修
繕
工
事
と
は
。

答 

壁
、天
井
の
ク
ロ
ス
、フ
ロ
ー

リ
ン
グ
の
張
り
替
え
な
ど
で
、

空
き
部
屋
と
な
っ
て
い
る
8
部

屋
が
修
繕
対
象
。

問 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ
ム
利
用
料

と
は
。

答 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
予
約
手

数
料
。

問 

公
共
下
水
道
事
業
で
、
追
加

す
る
設
計
委
託
料
と
は
。

答 

現
在
、
工
事
を
進
め
て
い
る

エ
リ
ア
で
新
た
に
詳
細
設
計
が

必
要
と
な
り
、
面
積
0
．8
ha
、

設
計
距
離
0
．5
km
を
想
定
し

て
い
る
。

問 

池
田
温
泉
の
入
浴
者
数
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
減
っ
て
い
る
。
再
度
確
認
す

る
が
、
10
月
に
値
上
げ
を
す
る

の
か
。

答 

予
定
通
り
10
月
か
ら
値
上
げ

さ
せ
て
も
ら
う
が
、
利
用
者
に

納
得
い
た
だ
け
る
対
策
方
法
は

い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
。

◎
委
員
会
協
議
会
の
報
告

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激

な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確

保
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
、

を
協
議
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
は
、
甚
大
な
経
済
的
・
社

会
的
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
、

国
民
生
活
へ
の
不
安
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
中
で
、
地
方
税
・

地
方
交
付
税
の
大
幅
な
減
少
等
に

よ
り
、
今
後
の
地
方
財
政
は
、
か

つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
安
定
的
か
つ
持
続
的
に
提

供
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
方
税
・

地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額

の
確
保
・
充
実
を
強
く
国
に
求
め

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

よ
っ
て
、
地
方
財
政
の
急
激
な

悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し

ま
す
。

9月議会に上程された議案の中から
主な質疑を要約してお知らせします。

質疑
あれこれ
質疑
あれこれ
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民
生
文
教
委
員
会

◎
令
和
元
年
度
決
算
認
定

問 

印
鑑
登
録
が
旧
姓
併
記
可
能

な
シ
ス
テ
ム
に
改
修
さ
れ
た

が
、
申
し
込
み
人
数
は
。

答 

3
名
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

問 

不
妊
治
療
助
成
金
の
、
制
度

の
内
容
、
何
名
の
利
用
が
あ
っ

た
の
か
、
ま
た
男
性
と
女
性
と

で
助
成
金
額
が
違
う
の
か
。

答 

助
成
金
の
種
類
は
2
種
類
あ

る
。
一
つ
目
は
、
特
定
不
妊
治

療
の
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精

で
、
助
成
金
の
上
限
額
は
年

10
万
円
、
通
算
5
年
間
の
助
成

で
あ
る
。
令
和
元
年
度
は
19
名

の
申
請
が
あ
り
、
1
9
0
万
円

を
助
成
し
て
い
る
。二
つ
目
は
、

一
般
不
妊
治
療
の
人
工
授
精

で
、
本
人
負
担
額
の
1
/
2
も

し
く
は
上
限
額
年
5
万
円
、
継

続
2
年
間
の
助
成
で
あ
る
。
令

和
元
年
度
は
6
名
の
申
請
が
あ

り
、
1
8
9
，3
7
0
円
を
助

成
し
た
。
ま
た
池
田
町
で
は
男

性
不
妊
治
療
助
成
制
度
が
無
い
。

問 

身
体
障
害
者
補
装
具
給
付
金

で
、
車
い
す
が
10
件
の
申
請
で

1
，7
9
4
，0
0
0
円
、
電
動

車
い
す
が
4
件
の
申
請
で

1
6
1
，0
0
0
円
の
給
付
と

あ
る
が
、
件
数
割
り
を
す
る
と

車
い
す
の
方
が
、
1
件
当
た
り

の
単
価
が
高
い
理
由
は
。

答 

購
入
費
も
含
ま
れ
る
が
、
修

理
費
も
含
ま
れ
る
の
で
、
件
数

割
り
で
の
判
断
は
一
概
に
言
え

な
い
。

問 
国
籍
別
外
国
人
登
録
者
数
に

5
2
2
名
と
あ
る
が
、
ど
の
地

域
で
勤
務
を
し
て
い
る
の
か
。

答 

勤
務
先
ま
で
は
登
録
さ
れ
て

い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。

問 

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
回
収
量

が
、
昨
年
度
と
比
べ
る
と
約

30
t
減
っ
て
い
る
が
、
令
和
元

年
度
で
持
ち
寄
り
回
収
廃
止
に

な
っ
た
影
響
か
。
平
成
30
年
度

の
持
ち
寄
り
回
収
実
績
は
。

答 

平
成
30
年
度
の
持
ち
寄
り
回

収
量
は
13
．7
t
で
、
持
ち
寄

り
回
収
が
原
因
と
は
言
い
が
た

い
。他
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

24
時
間
利
用
出
来
る
無
料
回
収

所
の
設
置
が
一
因
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

問 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
機
器

の
整
備
、
更
新
に
つ
い
て
、
詳

細
は
。

答 

小
、
中
学
校
に
あ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
教
室
で
、
2
0
0
台

分
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
7
年
更

新
リ
ー
ス
料
で
あ
る
。

問 

公
衆
ト
イ
レ
は
全
部
で
何
ヶ

所
あ
る
か
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
を
し
て
い
る
清

掃
頻
度
、
並
び
に
何
人
で
作
業

さ
れ
て
い
る
か
。

答 

委
託
し
て
い
る
ト
イ
レ
は

32
ヶ
所
あ
り
、
週
2
回
清
掃
し

て
い
る
。
作
業
人
数
及
び
班
編

成
に
つ
い
て
は
委
託
先
に
任
せ

て
い
る
。

◎
令
和
2
年
度
補
正
予
算

問 

池
田
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
対
策
緊
急
支
援
事
業

の
生
活
資
金
貸
付
支
援
助
成
金

に
つ
い
て
、
制
度
の
内
容
と
受

給
す
る
た
め
の
流
れ
は
。

答 

町
か
ら
の
助
成
は
、
池
田
町

に
住
民
票
が
あ
り
、
県
の
社
会

福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
緊

急
小
口
資
金
の
特
例
貸
付
を
受

け
ら
れ
た
方
が
対
象
と
な
る
。

緊
急
小
口
資
金
の
特
例
貸
付

は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収
入
の

減
っ
た
方
を
対
象
と
し
た
生
活

資
金
の
貸
付
で
あ
る
。
池
田
町

の
社
会
福
祉
協
議
会
が
申
請
窓

口
と
な
り
、
県
の
社
会
福
祉
協

議
会
に
て
審
査
が
あ
る
。
貸
付

の
上
限
額
は
20
万
円
で
、
1
/
2

も
し
く
は
上
限
額
10
万
円
を
町

が
助
成
す
る
制
度
で
あ
る
。
ま

た
、
緊
急
小
口
資
金
の
特
別
貸

付
に
つ
い
て
は
、
1
年
間
の
据

え
置
き
期
間
が
あ
り
、
償
還
期

間
は
2
年
で
あ
る
。
受
付
期
間

の
終
了
は
7
月
末
日
だ
っ
た

が
、
延
長
さ
れ
た
。

問 

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
候

補
者
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
委

託
業
務
の
中
で
、
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
も
ら
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
を
予
定
し
て
い
る
。

問 

学
校
の
登
下
校
、
授
業
中
の

熱
中
症
対
策
は
、
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

答 

各
学
校
で
の
対
策
例
と
し

て
、
学
校
の
入
り
口
に
ミ
ス
ト

付
き
の
扇
風
機
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

通
学
を
帽
子
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル

か
ら
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
等
に
、

低
学
年
の
下
校
時
間
を
1
時
間

遅
ら
せ
高
学
年
と
集
団
下
校

に
、
下
校
時
に
首
に
巻
く
ネ
ッ

ク
ク
ー
ラ
ー
な
ど
で
対
策
を
し

て
い
る
。ま
た
授
業
中
は
、ソ
ー

上八幡地区農村公園トイレ

南部公園トイレ
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シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
注
意

を
払
い
、
マ
ス
ク
を
無
し
に
し

て
い
る
。
給
食
時
は
、
机
は
前

向
き
で
、
暑
い
と
き
は
食
堂
で

は
な
く
、教
室
で
食
べ
て
い
る
。

教
室
内
は
エ
ア
コ
ン
で
対
応

し
、換
気
対
策
を
取
っ
て
い
る
。

問 

総
合
体
育
館
の
使
用
料
が
4

月
か
ら
値
上
げ
し
た
が
、
利
用

者
の
意
見
は
。

答 

今
の
と
こ
ろ
大
き
な
混
乱
は

な
い
。
利
用
者
に
、
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
に
説
明

を
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
る
。

問 

私
立
認
定
こ
ど
も
園
、
み
ど

り
の
森
八
幡
こ
ど
も
園
の
大
規

模
改
修
工
事
補
助
金
の
金
額
、

工
事
の
工
期
、
安
全
対
策
に
つ

い
て
と
、
前
回
施
工
か
ら
何
年

経
過
し
て
い
る
か
。

答 

総
事
業
費
は
5
5
，3
4
7
，

0
0
0
円
で
、
補
助
金
対
象
の

事
業
費
は
5
0
，
9
2
0
，

0
0
0
円
と
な
る
。
1
/
2
が

国
か
ら
の
補
助
金
で
2
5
，

4
6
0
，
0
0
0
円
と
、

1
/
4
が
町
の
負
担
分
と
な
り

1
2
，7
2
9
，0
0
0
円
で
、

合
計
3
8
，1
8
9
，0
0
0
円

が
補
助
金
と
な
る
。
工
期
は
、

予
算
が
可
決
さ
れ
、
保
育
園
の

役
員
会
で
決
定
さ
れ
て
か
ら
事

業
が
進
む
。
工
事
終
了
は
、
来

年
の
2
月
末
日
ま
で
か
か
る
と

思
わ
れ
る
。
前
回
の
外
壁
塗
装

工
事
は
約
15
年
前
に
、
防
水
工

事
は
約
25
年
前
に
施
工
し
て
い

る
。
安
全
対
策
は
、
八
幡
保
育

園
の
施
工
管
理
と
な
る
の
で
、

指
導
を
し
て
い
く
。

問 
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
申

請
は
何
件
か
。
ま
た
今
後
増
え

る
見
込
み
か
。

答 

現
予
算
は
5
件
分
を
想
定
し

て
い
た
が
、
8
月
末
時
点
で
、

9
件
の
申
請
が
あ
り
、
今
後
の

見
込
み
は
、
合
計
20
件
近
く
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

公
共
施
設
整
備

検
討
特
別
委
員
会

問 

施
設
の
経
過
年
数
に
つ
い
て
。

答 

中
央
公
民
館
は
36
年
、
八
幡

公
民
館
は
34
年
、
宮
地
公
民
館

は
35
年
、
中
公
民
館
は
30
年
、

青
少
年
研
修
施
設
は
31
年
で
あ

る
。

問 

さ
く
ら
会
館
は
、
今
後
ど
う

す
る
か
。

答 

住
ん
で
管
理
し
て
い
た
だ
け

る
方
の
募
集
を
か
け
る
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
審
議
し
て

い
き
た
い
。

問 

調
査
結
果
で
利
用
評
価
D
判

定
に
な
っ
て
い
る
施
設
は
、
必

要
が
無
い
と
誤
解
さ
れ
そ
う
だ

が
。

答 

D
判
定
と
言
え
ど
も
重
要
な

施
設
は
あ
り
ま
す
。
経
済
的
、

客
観
性
、
必
要
性
を
踏
ま
え
て

検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

問 

コ
ス
ト
評
価
が
D
判
定
、
建

物
性
能
も
D
判
定
の
施
設
が
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、宮
地
公
民
館
、

養
基
公
民
館
が
あ
る
。
今
後
解

体
、
ま
た
は
改
修
す
る
の
か
。

答 

D
判
定
だ
か
ら
な
く
す
わ
け

で
は
な
い
。
今
か
ら
少
し
ず
つ

整
備
し
、
後
年
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
資

料
作
り
が
、
今
回
の
趣
旨
で
あ

る
。

問 

人
口
減
少
、
少
子
化
が
進
む

な
か
で
、
今
後
の
私
立
、
公
立

保
育
園
の
考
え
方
は
。

答 

池
田
町
全
体
で
、
私
立
、
公

立
保
育
園
の
職
員
や
、保
護
者
、

地
域
の
人
達
の
意
見
を
交
え
な

が
ら
、
保
育
園
行
政
、
施
設
の

統
廃
合
を
考
え
、
子
供
達
の
環

境
作
り
を
し
て
い
き
た
い
。

問 
八
幡
こ
ど
も
園
が
、
他
の
保

育
園
よ
り
園
児
一
人
当
た
り
の

実
支
出
額
が
突
出
し
て
い
る
の

は
。

答 

八
幡
こ
ど
も
園
は
、
障
が
い

児
保
育
に
取
り
組
み
、
中
度
、

重
度
に
対
し
、
職
員
が
多
く
必

要
な
の
で
他
よ
り
も
人
件
費
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

問 

今
後
の
職
員
数
の
考
え
方

は
。

答 

仮
に
保
育
園
が
統
廃
合
し
た

と
し
て
も
、
定
年
ま
で
働
い
て

も
ら
え
る
よ
う
な
体
制
を
考
え

て
い
る
。

産業廃棄物の
　　不法投棄について

池田町霞間ヶ渓さくら会館

みどりの森八幡こども園
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産業廃棄物の
　　不法投棄について

　

池
田
町
北
部
の
空
地
に
、産
業
廃
棄
物（
大

理
石
・
古
木
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
が
れ
き
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
片
等
）
の
不
法
投
棄
が
発

生
。
地
権
者
・
不
法
投
棄
者
・
警
察
・
岐
阜

県
の
関
わ
り
合
い
等
と
、
産
業
廃
棄
物
の
処

理
対
応
と
現
地
の
安
全
管
理
、
並
び
に
、
空

地
の
早
期
原
状
回
復
は
。

町
　
長

　
町
内
に
於
い
て
不
法
投
棄
が
治
ま
ら
な
い

の
が
実
情
。
不
法
投
棄
は
、
住
民
・
土
地
所

有
者
か
ら
環
境
課
に
通
報
後
、
現
地
確
認
。

悪
質
な
場
合
、
県
事
務
所
環
境
課
・
警
察
に

通
報
。
農
地
の
場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
立

ち
合
い
を
実
施
。

　

不
法
投
棄
物
の
処
理
は
、
捜
査
と
連
動
し

て
廃
棄
物
の
分
別
・
重
量
計
量
を
行
い
、
処

理
費
用
は
行
為
者
負
担
。
原
状
回
復
は
、県
・

警
察
・
町
の
指
示
に
よ
り
、
行
為
者
が
行
う
。

　

安
全
管
理
は
、
池
田
町
と
し
て
、
土
地
・

環
境
を
守
っ
て
行
く
情
勢
づ
く
り
と
、
町
・

県
・
警
察
と
の
連
携
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
連

携
を
取
り
、
同
様
な
事
案
が
起
こ
ら
な
い
様

に
、
監
視
を
続
け
る
事
が
大
切
。

　

太
陽
光
発
電
は
、
ど
こ
の
土
地
に
設
置
し
て
も
良
く
、

自
然
環
境
に
優
し
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
太
陽
光

発
電
に
よ
る
住
民
の
日
常
生
活
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る

事
件
も
発
生
。
町
内
の
太
陽
光
発
電
・
施
工
状
況
・
発

電
容
量
と
、
池
田
町
の
太
陽
光
発
電
に
関
す
る
設
置
手

続
き
は
。

町
　
長

　

太
陽
光
発
電
の
申
請
は
、
平
成
25
年
か
ら
令
和
2
年

ま
で
の
8
年
間
に
82
件
・
7
万
㎡
。
発
電
容
量
は
、
平

成
27
年
以
降
の
5
年
間
の
集
計
で
、
4
，6
5
3
kw
。

太
陽
光
発
電
の
設
置
は
、
騒
音
・
反
射
光
・
振
動
・
景

観
・
動
植
物
の
生
態
系
・
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の
場

の
7
項
目
に
つ
い
て
検
討
。

　

池
田
町
の
開
発
申
請
は
、厳
し
く
指
導
を
し
な
が
ら
、

指
導
を
守
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て
、
慎
重
に
指
導
、
対

応
し
、
地
域
を
守
っ
て
い
く
事
が
大
切
。

　

農
地
転
用
許
可
申
請
の
目
的
が
、
太
陽
光
発
電
の
設

置
と
成
り
、
所
定
手
続
き
を
行
う
。
工
事
に
伴
う
地
域

の
同
意
書
は
法
定
添
付
書
に
な
っ
て
居
な
い
。

粗大ゴミ等の搬入量
平成29年度 平成30年度 令和元年度

金 属 性 粗 大 ご み 46.80 57.16 68.44
可 燃 性 粗 大 ご み 44.03 96.11 67.07
布 団 ・ 絨 毯 類 8.25 8.50 13.55
瓦 礫 類 7.94 21.66 26.02
そ の 他 不 燃 物

（ ガ ラ ス・ 陶 磁 器 類 ） 89.96 110.54 94.66

廃 乾 電 池 7.23 7.46 7.06
廃 蛍 光 灯 1.99 1.92 1.77
ご み 総 搬 入 量 206.20 303.35 278.57

一　般　質　問

久保田  美洋　議員

ソ
ー
ラ
ー
発
電
の

　
　
　
　
設
置
に
つ
い
て

（単位：t）

池田町北部の空地に、産業廃棄物
（大理石・古木・廃プラスチック・古タイヤ等）
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車椅子を安全に
　快適に移動させる
　　補助装置の導入・活用を

一　般　質　問

野網　義一　議員

新型コロナ対応

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
10
月
よ
り
定
期
接
種
に

大
規
模
土
地
開
発
や
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の

設
置
で
雨
水
の
流
出
が
心
配

　

車
椅
子
は
堅
く
て
な
め
ら
か
な

床
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
等
を
移
動
す
る
の
は
容
易
だ

が
、
堅
く
て
も
石
畳
の
よ
う
に
凸

凹
し
て
い
た
り
、
雪
が
積
も
っ
た

道
路
、
芝
生
や
絨
毯
の
よ
う
に
柔

ら
か
い
と
こ
ろ
や
砂
や
ぬ
か
る
み

を
移
動
す
る
の
は
大
変
困
難
。
ま

た
、
前
輪
が
細
く
小
さ
い
た
め
線

路
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ
等
の
溝
に
は

ま
っ
た
り
し
て
大
き
な
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
る
事
も
あ
る
。

　

車
椅
子
の
前
輪
を
浮
か
し
て
人

力
車
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
な
れ

な
い
人
で
も
速
く
、
安
全
に
、
快

適
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

補
助
装
置
が
開
発
さ
れ
注
目
を
集

め
て
い
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
で
最

大
27
m
の
津
波
に
襲
わ
れ
る
と
想

定
さ
れ
る
三
重
県
で
は
、
鳥
羽
市

と
合
同
で
こ
の
装
置
を
使
っ
た
避

難
訓
練
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
装
置
は
、
災
害
時
だ
け
で

な
く
日
常
的
に
も
大
い
に
利
用
で

き
る
も
の
。
車
椅
子
利
用
者
と
介

護
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
今
ま
で

車
椅
子
だ
か
ら
と
い
っ
て
あ
き
ら

め
て
い
た
所
へ
移
動
で
き
る
大
き

な
可
能
性
を
持
っ
た
装
置
と
考
え

る
。是
非
紹
介
し
普
及
さ
れ
た
い
。

町
　
長

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
平
成
25
年

に
4
台
、
平
成
27
年
に
2
台
購

入
し
た
。
平
成
27
年
度
の
福
祉
運

動
会
で
“
福
祉
と
防
災
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
”
と
し
て
補
助

装
置
を
使
用
し
た
競
技
を
行
っ
て

い
る
。

　

社
協
で
は
、
そ
の
後
非
常
時
用

と
し
て
保
管
し
、
行
事
や
貸
し
出

し
は
な
か
っ
た
。　

　

来
年
度
、
総
合
防
災
訓
練
や
福

祉
運
動
会
で
の
利
用
や
健
康
・
福

祉
・
エ
コ
フ
ェ
ア
で
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
町
民
に
紹
介
、
貸
し
出
し

な
ど
に
つ
い
て
P
R
に
努
め
ま

す
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
日
本

各
地
で
集
中
豪
雨
が
多
発
、
大
型

台
風
も
来
襲
し
大
き
な
被
害
が
出

て
い
る
。
降
っ
た
雨
が
流
出
す
る

関
係
で
は
、
土
地
が
ど
の
よ
う
に

利
用
さ
れ
て
い
る
か
も
大
い
に
関

係
す
る
。
池
田
町
の
土
地
利
用
の

推
移
と
近
年
急
速
に
増
加
し
て
い

る
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
何
ら
か
の
規

制
を
設
け
る
べ
き
。

町
　
長

　

ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
へ
の
農
地

転
用
は
、
今
後
、
排
水
関
係
に
つ

い
て
も
要
項
の
な
か
で
指
導
す

る
。
大
雨
が
降
っ
た
と
き
に
町
民

の
皆
さ
ん
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ

う
よ
う
対
策
を
講
じ
た
い
。

　

昨
年
4
月
よ
り
任
意
接
種
ロ
タ

ワ
ク
チ
ン
の
半
額
程
度
の
補
助
が

実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
10
月
よ
り

定
期
接
種
に
変
わ
る
。

　

定
期
接
種
に
な
る
と
無
料
に
な

る
の
か
。

　

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
は
2
種
類
あ
り

生
後
6
週
か
ら
2
〜
3
回
接
種
す

る
が
、
定
期
接
種
の
対
象
は
い
つ

か
ら
か
。

町
　
長

　

8
月
以
降
に
生
ま
れ
た
子
で
10

月
以
降
の
接
種
か
ら
無
料
に
な

る
。

補助具を付けて段差を乗り越える

平成11年 平成21年 令和元年

宅地

住 宅 地 347 358 396
工場用地 87 93 76
商 業 地 37 55 42
小 計 471 506 514

道路 219 313 322
田 970 914 871
畑 149 140 131

山林 1582 1563 1562
雑種地 489 444 480

土地利用の推移　 （単位：ha）

※雑種地のうちソーラー発電（農地法の4条5条の土地）令和元年は7ha
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一　般　質　問

新型コロナ対応

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

「
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
」「
L
T
E
通
信
環
境
（
モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
）
の
整
備
」「
学
校
か
ら
の
遠
隔
学
習
機
能
の
強
化
（
カ
メ
ラ
や

マ
イ
ク
の
整
備
）」「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
」
等

森　政郎　議員

　

最
近
の
新
規
感
染
者
数
は
小
康
状
態

だ
が
、
第
3
波
へ
の
警
戒
継
続
が
必

要
で
、
社
会
・
経
済
活
動
の
停
滞
も
懸

念
さ
れ
る
。
6
月
議
会
に
続
き
、「
①

解
雇
な
ど
被
害
有
無
や
支
援
策
の
実

績 

② 

総
合
防
災
訓
練
、
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
医
療
機
関
・
資
機
材
の

準
備
・
広
域
避
難
先
、
自
治
会
公
民
館

へ
の
配
布
備
品
） 

③
小
中
学
校
の
状
況

（
登
校
拒
否
や
い
じ
め
、
修
学
旅
行
）、

④
ワ
ク
チ
ン
製
造
工
場
」
等
を
質
問
し

た
。町

　
長

①
生
活
困
窮
等
の
状
況
は
、
緊
急
小

口
融
資
特
例
貸
付
が
増
え
て
き
て
い

る
。
収
入
減
少
に
よ
る
町
税
の
納
税

猶
予
申
請
者
は
7
名
、
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
対
象
世
帯
は
9
世
帯
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
直
接
的
な
影
響
に
よ

る
生
活
保
護
は
0
で
あ
る
。
ま
た
、

岐
阜
県
内
解
雇
者
数
は
1
，4
6
5

名
と
公
表
さ
れ
た
が
、
池
田
町
で
の

解
雇
者
数
は
不
明
。

　《
各
種
支
援
策
の
実
績
は
上
表
参
照
》

②
防
災
訓
練
で
は
、
避
難
所
運
営
の
受

付
や
感
染
症
対
策
資
機
材
の
取
扱
方
法

等
を
確
認
、
自
主
防
災
組
織
と
の
合
同

訓
練
を
計
画
し
地
域
で
も
対
応
し
て
い

く
。
緊
急
事
態
時
に
は
医
療
機
関
へ
マ

ス
ク
や
テ
ン
ト
を
優
先
配
布
す
る
。
自

治
会
公
民
館
の
感
染
症
対
策
備
品
は
、

防
災
資
機
材
購
入
費
補
助
金
（
3
分
の

2
を
補
助
）
の
対
象
で
、
不
足
備
品
等

は
町
か
ら
の
貸
与
で
対
応
す
る
。
今
後

も
計
画
的
に
備
品
整
備
を
進
め
る
。

　

県
内
全
市
町
村
・
京
都
府
宇
治
田
原

町
・
福
島
県
国
見
町
・
長
野
県
池
田

町
等
と
の
災
害
時
応
援
協
定
の
締
結

に
よ
り
広
域
避
難
先
を
確
保
し
て
い

る
。
食
糧
の
確
保
な
ど
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
観
点
も
必
要
。

③
6
月
の
学
校
再
開
時
に
は
感
染
リ
ス

ク
を
考
え
登
校
を
控
え
ら
れ
た
事
案

が
2
件
あ
っ
た
。
い
じ
め
に
つ
い
て

の
報
告
は
な
い
。
池
田
町
の
小
中
学

校
修
学
旅
行
は
日
帰
り
で
の
実
施
に

変
更
し
た
。

④
ワ
ク
チ
ン
は
秋
田
県
の
本
社
で
つ
く

り
、
世
界
で
も
こ
こ
だ
け
の
製
造
方

法
で
、
安
全
性
が
高
い
。
細
菌
が
拡

散
す
る
心
配
は
な
い
。
池
田
町
の
工

場
か
ら
国
全
体
へ
、
世
界
へ
発
信
さ

れ
て
い
け
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

自
治
会
単
位
で
の
購
入
は
町
備
品
と

重
複
を
避
け
る
た
め
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
で
の
周
知
を
願
う
。
コ
ロ
ナ
解
雇
者

数
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
で
把
握
可
能
で

は
。
分
散
避
難
に
関
し
、
近
隣
の
工
場

や
ホ
テ
ル
と
の
折
衝
状
況
は
。

町
　
長

　

自
主
防
災
組
織
の
最
低
限
必
要
と
い

う
備
品
に
つ
い
て
、
区
長
会
等
で
説
明

し
万
全
な
体
制
に
し
て
い
く
。
個
人
情

報
の
問
題
は
あ
る
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
は
尋
ね
て
み
る
。
遠
く
ま
で
の
分
散

避
難
は
困
難
な
面
が
あ
り
、
今
後
考
え

て
い
く
。
近
隣
の
工
場
や
病
院
と
か
へ

の
避
難
は
、
大
型
の
と
こ
ろ
と
は
す
で

に
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　

今
年
度
末
の
小
中
学
生
「
1

人
1
台
端
末
」
の
実
現
に
向
け
、

パ
ソ
コ
ン
（
2
，0
1
8
台
）
等

の
購
入
契
約
（
9
，0
2
0
万

円
）
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
は

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
実
現

の
第
一
歩
で
あ
り
、
様
々
な
施

策
が
必
要
な
た
め
、「
①
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
等
の
環
境
整
備
状

況 

② 

教
師
支
援
や
指
導
体
制
」

の
現
状
と
今
後
を
質
問
し
た
。

教
育
長

①
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

は
、
10
月
よ
り
各
校
で
着

手
し
3
月
19
日
が
完
成
予

定
。「
1
人
1
台
端
末
」
は
、

W
iFi

専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

端
末
を
授
業
等
に
活
用
し
て

い
く
。
カ
メ
ラ
や
マ
イ
ク
等

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
内
蔵
の
も
の

を
利
用
し
、
配
信
動
画
用
に

は
既
存
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

や
三
脚
を
使
用
す
る
。
配
信

は
Ｉ
Ｔ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協

力
等
を
検
討
し
て
い
く
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
基
本
的
に
学

校
内
の
学
習
機
器
の
位
置
付

け
で
、
学
校
管
理
と
な
る
。

災
害
等
に
よ
る
遠
隔
授
業
等

や
校
外
学
習
を
考
慮
し
、
児

童
生
徒
が
学
校
外
に
持
ち
出

す
た
め
の
規
定
・
要
綱
等
を

整
備
す
る
。

②
教
職
員
に
は
ネ
ッ
ト
環
境
が

整
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ

コ
ン
を
昨
年
配
布
し
、
授
業

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
町
内

教
職
員
1
7
0
名
程
の
内
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た

一
斉
学
習
等
に
精
通
し
た
教

職
員
は
2
割
程
度
と
見
込
ん

で
い
る
。
中
学
校
で
は
新
教

科
書
で
の
授
業
が
来
年
度
よ

り
始
ま
り
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
変
更
に
時
間
を
費
や
さ

ね
ば
な
ら
な
い
中
、
双
方
向

通
信
等
に
つ
い
て
の
研
修
を

継
続
的
に
設
け
る
。
外
部
エ

ン
ジ
ニ
ア
支
援
員
の
活
用
を

行
い
、
複
数
年
か
け
て
よ
り

良
い
授
業
を
行
え
る
よ
う
支

援
し
て
い
く
。

　　

構
想
の
中
に
は
教
師
支
援
の

た
め
に
、
I
C
T
関
連
企
業

O
B
な
ど
を
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
す
る
方
針
が

あ
る
。
池
田
町
と
し
て
は
今
年

度
か
ら
で
も
、
力
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

P
R
し
て
い
く
べ
き
だ
。

各種支援策の実施状況 対象/予定 申請･実施 備考
特別定額給付金(10万円）　 8,471世帯 8,470世帯 99.9％確認済 23億7.000万円
高校生教育支援( １万円） 807人 581人 70％程度　11月10日まで奨学金利用大学生支援( ５万円） 250人 138人
生活資金貸付金支援(10万円） 20件 20件 ９月補正で40件へ
まちを明るくする商品券事業 17,000冊 11,371冊  
事業者持続化給付金 122件
上乗せ補助事業 ４件 県の事業者応援金に上乗せ
セーフティネット保証 164件 信用保証協会が借入債務保証
会計年度任用職員の採用 5人 ２人採用 コロナ失業者対象
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　「トマトで、少しの贅沢を」　「トマトで、少しの贅沢を」

趣味：釣り　　性格：前向き　　
好きな言葉：明日死ぬかのように生きろ、永遠に生きるかのように学べ。
★農業（起業）を始めた動機
大学時代に自分の本当にやりたい事を考えて、昔から好きだった自然と関わる仕事がし
たいと思い、大学を中退し、農業の世界へ。農家のもとで働いているうちに農業・業界
の現実を知る。21歳の時に細野ファームを設立。
★(株)細野ファームの“経営理念”
「農業を通して、“笑顔・好奇心・驚き”を提供し続ける」　　　
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★農業（起業）を始めた動機
大学時代に自分の本当にやりたい事を考えて、昔から好きだった自然と関わる仕事がし
たいと思い、大学を中退し、農業の世界へ。農家のもとで働いているうちに農業・業界
の現実を知る。21歳の時に細野ファームを設立。
★(株)細野ファームの“経営理念”
「農業を通して、“笑顔・好奇心・驚き”を提供し続ける」　　　

❶種のこだわり：様々な種類のトマトから種を厳選
し、選りすぐりのトマトを栽培。
❷技術のこだわり：コンピューターによる環境制御シ
ステムを導入し、ハウス内の光合成しやすい温度・湿
度を再現し、二酸化炭素濃度等をコントロール。
❸収穫のこだわり：専門スタッフによる厳しい目で

収穫時期を見極め、糖分・養分がしっかりと実にまわった熟れたトマトを収穫。

❶種のこだわり：様々な種類のトマトから種を厳選
し、選りすぐりのトマトを栽培。
❷技術のこだわり：コンピューターによる環境制御シ
ステムを導入し、ハウス内の光合成しやすい温度・湿
度を再現し、二酸化炭素濃度等をコントロール。
❸収穫のこだわり：専門スタッフによる厳しい目で

収穫時期を見極め、糖分・養分がしっかりと実にまわった熟れたトマトを収穫。

トマトは手軽に食べられ、様々な料理にも取り入
れやすい野菜。
そんな毎日食べられるトマトだからこそ、“少しの
贅沢を…”をキャッチフレーズに、食べると心が温
かくなるような、“ポンッ”と気持ちが弾む様な美
味しいトマトを愛情込めて育て、自分の経験を通し
　　　　　　　❶食べる喜びを伝える。
　　　　　　　❷農業を通しての地域への貢献。
　　　　　　　❸持続的な農業の為の働き易い
　　　　　　　　職場づくり。

トマトは手軽に食べられ、様々な料理にも取り入
れやすい野菜。
そんな毎日食べられるトマトだからこそ、“少しの
贅沢を…”をキャッチフレーズに、食べると心が温
かくなるような、“ポンッ”と気持ちが弾む様な美
味しいトマトを愛情込めて育て、自分の経験を通し
　　　　　　　❶食べる喜びを伝える。
　　　　　　　❷農業を通しての地域への貢献。
　　　　　　　❸持続的な農業の為の働き易い
　　　　　　　　職場づくり。

★キャッチフレーズ

★プロフィール

★(株)細野ファーム“3つのこだわり”

★これからの目標・今後の思い

きらり
きらり

　
W
I
T
H
コ
ロ
ナ
の
状
況
下

に
も
、待
ち
の
ぞ
ん
で
い
た
秋

を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

新
年
よ
り
目
に
見
え
な
い
コ
ロ

ナ
に
全
世
界
が
翻
弄
さ
れ
、第

一
波
、二
・
三
波
と
猛
威
を
ふ

る
っ
て
居
ま
す
が
、マ
ス
ク
、手

洗
い
、三
密
回
避
以
外
に
打
つ

手
無
く
、ワ
ク
チ
ン
、治
療
薬
の

出
現
が
強
く
待
ち
の
ぞ
ま
れ

る
今
日″
若
し
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
な
か
り
せ
ば
、秋
の
心
は
の

ど
け
か
ら
ま
し″
と
在
原
業
平

調
が
口
に
出
る
今
の
心
境
で

す
。　

　
当
然
の
ご
と
く
、町
政
の
予

算
編
成
、執
行
等
、コ
ロ
ナ
対
応

を
優
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。暫
く
は
変
更
、飛
び
入
り

案
件
等
々
有
り
ま
す
。全
員
総

意
の
も
と
一
丸
と
な
っ
て
難
局

を
の
り
き
る
覚
悟
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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髙
崎
正
之

編 

集 

後 

記

1995年3月10日生まれ。　25歳
直売所：池田町粕ケ原

今回ご紹介をするのは、平成28年に21歳で起業し、今
年で5年目を迎える(株)細野ファームの“細野晃大さん”
です。自然豊かで清流に囲まれ透明な高軒高のガラス温
室・巨大なトマト農園で「美味しさ一杯・常に旬」なトマト
を皆様の食卓に、お届けします。

ス ピ カ：とにかく甘いプライム型
　　　　　フルーツ型トマト。
トマリー：皮が薄く・水分が多く・
　　　　　トマトの甘みと酸味がはじ　
　　　　　けて、口の中に広がります。

★商品紹介

スピカ トマリー

環境に優しい植物油インキを使用しています。環境に優しい植物油インキを使用しています。

アキヒロ

トマト栽培をする細野晃大さんトマト栽培をする細野晃大さん

ガラス温室の巨大なトマト農園
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